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■2019年11月
沖縄電力と業務提携し一般家庭向け電力供給事業の「auでんき」
サービス提供開始

■2010年1月
「沖縄通信ネットワーク」を子会社化、FTTHサービスを3月提供開始
モバイルとFTTHを提供する県内唯一の総合通信事業者となる

沿革

■1991年6月
KDDI（旧第二電電）をはじめ、県内有力企業の出資により誕生
翌年10月に携帯電話サービス開始

「沖縄のために」という声から生まれた

沖縄のための総合通信事業の会社
3



会社概要
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商 号 沖縄セルラー電話株式会社

創 業 1991年6月1日

所在地 沖縄県那覇市松山1-2-1

資本金 14億14百万円

従業員数* 374人

証券コード 9436

代表取締役社長

湯淺
ゆあさ

 英雄
ひでお

 主要株主 KDDI株式会社 51.5%

*連結ベース



強固な財務基盤と高い収益性を両立

沖縄セルラーサマリ
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20年3月末時点

総資産額 1,056億円

純資産額 894億円

自己資本比率 81.9%

当期純利益*1 98億円

ROE 11.8%

設備投資額 101億円

営業収益 680億円

有利子負債*2 4億円

発行済株式総数 27,342千株

単元株式数 100株

時価総額*3 1,419億円

配当性向*4 40.1%

配当利回り*5 2.97%

株価*3 5,190円

*1：親会社株主に帰属する当期純利益 *2：単体では有利子負債なし *3：2021年3月11日終値ベース *4：2021年3月期予想

*5：2021年3月期配当予想と2021年3月11日終値より算出



経営目標
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期末 中間

※ 2004年11月、2005年9月に株式2分割を実施（配当据え置き）しております。

※ １株当たりの配当金は13年3月期の期末配当金を100として、これまでに実施した株式分割等に伴う希薄化を調整して表示しております。

(予)

※ 2012年10月１日を効力発生日として普通株式１株につき100株の割合で株式分割しております。

21.3期は、通期配当154円

20期連続の増配を予定(配当性向40.1％)

一株当たりの配当金の状況

19期連続増配

130
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沖縄セルラーグループ

51.5%

通信事業 観光・アグリ事業

54.2% 100%

通信を軸に多彩なサービスを提供

モバイル

FTTH

ライフデザイン

NEW
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2021年3月～



契約者数は70万契約を突破、今期も順調に増加

10.3月 13.3月 16.3月 19.3月

約5割他社

沖縄セルラー
沖縄では2人に1人が

モバイル契約者推移

73万

21.3月(予)

モバイル
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2030年まで人口増加 ⇒ 市場は更に拡大

沖縄県の特色

1960年 1970年 1980年 1990年 2000年 2010年 2020年 2030年

沖縄県人口推移

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）
（http://www.ipss.go.jp/pp-shicyoson/j/shicyoson18/1kouhyo/gaiyo.pdf）

✔2030年まで

人口は増加

✔若年層の割合

全国1位

総務省人口推計（2016年10月１日現在）を基に当社作成

モバイル
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5G/IoT時代到来

通信は10年に一度大転換期を迎えてきた！

モバイル

1G

1980

2G

1990

3G

2000

4G

2010

100kbps 1Mbps 1Gbps

携帯電話 モバイル
インターネット

ショート
メッセージ

データ通信

自由に持ち運び
できる電話機 時間に縛られない

コミュニケーション

便利に
情報を収集 インターネットが

生活の必需品に

2020

20Gbps

5G

IoT

あらゆるものが
高速、低遅延で

インターネットにつながる

－
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5Gが実現する世界

ライフスタイル変革につながるさまざまなサービスが誕生

モバイル
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自由視点VR テレイグジスタンスコネクティッドカー

配車支援システム AR/VRを使った観光案内空飛ぶ基地局



30.9%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

10.3月 13.3月 16.3月 19.3月

2,300

108,900

契約回線数は着実に増加し、シェアも順調に拡大中

光インターネット普及率

沖縄 52.6％
全国 58.2％

31.2％契約回線数 回線シェア

（出所）総務省：電気通信サービスの契約数及びシェアに関する
四半期データの公表に基づき当社作成

FTTH回線契約者推移

21.3月(予)

(20.９月)

(YoY+0.3P)

FTTH
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6,300 

18,500 

28,100 
39,000 

47,200 

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

20.3期 21.3期

auでんき契約件数

契約件数推移

サービス開始当初の計画45,000を2年前倒して達成

21.3月末

53,000

を目指す

契約

ライフデザイン
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1992年～ モバイル

約73万契約 2010年～ FTTH

2019年～ ライフデザイン約10万回線

5.3万契約
(21.3期末予定)

2020年～

新たな成長分野の戦略投資を実施
事業領域を広げ、次の収益基盤確立に向けた取り組みを加速

新たな成長分野の育成

新規事業
（戦略投資）
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県内の事業者として初となる海底ケーブル事業を展開
二重化により強靭な通信ネットワーク環境を構築

海底ケーブル
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新規事業

沖縄セルラーの
新設西ルート

既設
東ルート

20.3月竣工

780km



■新ビル建築予定地(那覇市東町)

IoT、ICTを活用する企業が集積する拠点となり
沖縄から本土や世界に発信するビルを目指す

■新ビル外観イメージ

✓空港、モノレール駅やバスターミナル、
ビジネスの中心街への良好なアクセス

✓那覇空港から車で7分

建設地

ゆいレール
旭橋駅すぐそば

沖縄セルラーフォレストビル新規事業
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21年秋竣工
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沖縄県内初、ICTを活用した完全無農薬のイチゴ栽培
海外輸出を実現させ、大宜味村発の新産業育成へ

■イチゴ工場

内閣府より補助金を得てイチゴ
工場を増設（20年3月）

■海外市場へ

物流ハブ拠点を活用しアジア
へ輸出

香港/台湾など
アジアへ輸出！

アグリ事業
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社会貢献



ヘルスケア事業
オンライン診療システム最大手メドレーと連携強化

日本最西端、与那国島でオンライン診療実験を開始

与那国町診療所自宅

患者 医師

オンライン
診療

与那国町、与那国町診療所、
メドレー、当社が連携した実証
実験開始(20/12/16～21/２/28)

※「CLINICS」は、㈱メドレーが提供するオンライン診療システム

■業界最大手と連携強化

■実証実験イメージ
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社会貢献



コロナ禍でのサポート

新型コロナで学業に支障が出ている留学生を支援

社会貢献
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■支援金贈呈 ■通信支援

タブレット端末「iPad Pro」
46台を無償貸与、貸与期間中の
通信費は当社が負担（～21/3/31）

琉球大学へ通う留学生を対象に
1,670万円を贈呈(10万円/人)
（2020年5月実施）



地元支援の取り組み

進学のため島を離れる学生に
携帯電話サービスを3年間無償提供

（6期目延べ220名)

■こども基金 ■離島ケータイ奨学金

沖縄の未来を担うこども達を地元の通信会社として支援

子供の貧困問題解消に向け支援団体
に寄付を実施
（5期目延べ42団体)

社会貢献
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琉球の歴史を物語る県民の象徴的なシンボル
「首里城」の修復再建を全力で支援してまいります

首里城再建に向けて

(沖縄県庁にて 中央は玉城沖縄県知事)

社会貢献
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■寄付の様子

再建復興を全面的に支援すべく
2,100万円を寄付
（2019年11月)

お客様が楽曲をダウンロードすることで首里城
復興支援のために寄付できる仕組みを継続
ダウンロード分含め100万円を寄付
（2020年10月）

■SYURI NO UTAプロジェクト
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「全国47都道府県のグルメ品」から
「auPAYマーケット」「沖縄CLIPマルシェ」

の商品を自由にお選びいただけるカタログギフト

詳細は当社HPをご確認ください
https://www.au.com/okinawa_cellular/ir/status/ir_stock_yutai/

株主優待
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自己株式の取得状況

自己株式の取得は順調に進捗
金額ベースでは買付上限の89％まで買付

自己株式取得の状況(21年2月時点)

株数ベース 42.2万株/60万株 (70％)金額ベース 17.8億円/20億円 (89％)

※取得期間：2020/5/18~2021/4/23

89％

■金額ベース

70％

■株数ベース
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2020年度構成銘柄へ選出
さらなる企業価値向上を目指す

「JPX日経中小型株指数」構成銘柄へ初選定

「JPX日経中小型株指数」(東京証券取引所、日本経済新聞社が共同で算出)とは、JPX日経インデック
ス400で導入した「投資者にとって投資魅力の高い会社」を構成銘柄とするとのコンセプトを中小型
株に適用することで、資本の効率的活用や投資者を意識した経営を行っている企業を選定するととも
に、こうした意識をより広範な企業に普及・促進を図ることを目指すものです。

東証を主市場とする普通株式(第一部、第二部、マザーズ、JASDAQ )

上位200社を
選出
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✔健全な財務 契約数も好調

まとめ

自己資本比率：81.9％

シェア：モバイル約50％ FTTH約30％

✔新規事業の積極展開

海底ケーブル、フォレストビル

✔3増+配当性向40％超
増収・増益・連続増配を継続し
配当性向40％超を目指す

※数値は20年3月末時点 31



お問合わせ先
沖縄セルラー電話株式会社
経営管理部 IR・経営戦略グループ
ＴＥＬ：098-951-0639
E-mail：oct-ir@au-mobile.com

●この配布資料に記載されている業績予想及び契約数予想等はいずれも、当社が現時点で入手可能な情報を基にした予想値であり、これらは経済環境、競争
状況、新サービスの成否などの不確実な要因の影響を受けます。従って、実際の業績及び契約数は、この配布資料に記載されている予想とは大きく異なる場合が
ありますことをご承知おきください。

●本資料の一切の権利は当社に属しており、方法・目的を問わず、無断で複製・転載を行わないようお願い申し上げます。


